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この 資料 は,日 本 自転車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 であ

る機 械 工業 振 興 資金 の補 助 を受 け て昭 和56年 度 実 施 の 「わ

が国 の 情 報処理 に関 す る動 向調 査」 の一 環 と して,作 成 す

る もの であ ります 。



情報 化の進展I

L↑ 青報イヒi旨杢票

(1)

(2)

〈 目 次 〉

情報化の進展 と予測

情報化総合指標

2.コ ン ピ ュ ー タ の 普 及 状 況

1

9
女

り
白

3

1
⊥

り
ム

O
O

4

只
∪

汎用 コ ンピュータの実動状 況の推移

汎用 コ ンピュータの業種別 利用状況

世界各 国 の汎用 コ ンピュータ設置状況(金 額 ベ ース)

中小企業 によるコ ンピュータの 利 用 状 況

最近 の代表的 なマイク ロコン ピュ ータ利用例

3.コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の 効 果(事 例)

4

4

5

、b

7
-

8

(1)

(2)

鉄鋼業 における コンピュータ導入 の効果

銀行 にお ける 「オ ンライ ン効果」

4.80年 代情報化社会 のイメー ジ

(1)産 業分 野

② 事務管理分野

(3)社 会分野

(4)生 活分野 一

12

12

14

CAD/CAMシ ス テ ム

オフ ィスオー トメー ション

各種社会 システム

ホ ー ム オ ー トメ ー シ ョン 、CAI

16

16

18

19

24

ll情 報産業の現状

1.コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 現 状

(1)

(2)

コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 ・輸 出 ・輸 入

汎 用 コ ンピュータ納入状況

27

28

28

30



(3)日 米企業力比較 31

2.情 報 処 理 産 業 の 現 状

(1)

(2)

(3)

(4)

企業数 ・従業者および年間売上高

情報処理産業売上高の業務の種類別割合

日米情報処理産業の比較

日 ・米 ・欧 の デ ー タ ベ ー ス

32

32

33

34

35

皿 情報関連技術開発課題

1.情 報関連技術体系図

37

39

2.当 面 の主要情報 関連技術 開発 プロ グラム 41

3.主 要情報関連技術開発 テーマの具体 的イ メー ジ

1

2

3

4

5

6

7

8

基本 ソフ トウェア技術

ソフ トウェアの保 守技術

先進的情報処理技術

大規模 ソフ トウ ェア技術

科学技術用高速計算 システム

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ

次世代産業基盤技術(新 機能素子)

光応用計測制御 システム

2

2

3

4

5

6

7

9

1

4

4

4

4

4

4

4

4

5



情報化の進展

 

1



1.情 報 化 指 標

(1)情 報化の進展 と予測 1970、1975、1979(実 績)1985;1990(予 測)年 度

(・1970年度 を100と した指数、常用対 数表 示)

社会 ・生活の情報化
コノピュータ系

'＼
・＼心

.

社 会 ・生活の情報化

非 コンピュー タ系

＼ 年度

1910 ぞ

いぜ

＼

産 業 の 情 報 化
コ ンピュー タ系

事務用電話加入数

＼
調査 ・研究開発業
売上高

性)① 情 報化指標 は、 わが国 の情報化の進展状況 を測 るため、情報化を もっ

とも表 象す ると考 え られ る27指 標 を とり、1970年=100と して指 数 化

した もの。

②27指 標 は、 さらに産業分野 と社会 〔生活分野Jコ ンピュータ系 と非 コ ン

ピュータ系 に分け られて い る。

③(1)図 は、過去10年 間の情報化 の進展 を指標 別 に示 し、同時 に今後 の情

報化 が いかな る様相で進展 す るかを表 わ してい る。面積の大 きな指標 は

・成長が著 しい もので ある。
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② 情報化総合指標一 分野別指標の年度別推移と予測

(1970年度一100と した指数,常 用対数表示)

3.5

30

2.5

2.0

4zで'

社会 ・生活

コンピュータ系

産

コンピュータ系

,〆 ρ

1990年 度

佐)図 ②は分野別に情報化の進展を跡付け、今後の進展を予測 したものであ

る。総合指標は27指標の指数の平均を示す。

《 解 説 》

過去10年 間の情報化 を評価 す ると、成熟期 に達 した非 コ ンピュータ系 の情報

化 に比較 し、コ ンピ ュータ系の情報化の伸 びは著 しいもの が あ った 。

今後10年 について もこの傾 向は続 くもの と予想 され、 と くに社会 ・生活,コ

ンピュータ系 の情報化 は高 い成長が見込 まれ る。
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2.コ ン ピ ュ ー タ の 普 及 状 況

(1)汎 用 コン ピュータの実動状況の推移

設置台数
(千 台)

(721)

〆

(5&9);

⑳〔/

設置金額
(千億円)
40

35

30

25

0

『
V

9
ム

ー

IO

19656667686970717273747576777879 年度末

(1980年3月 末現在)

(注)出 所:通 商産業省 「納入下取調査」 設置金額3,623,896百 万 円

設置台数72,108セ ット

《 解 説 》

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ の 実 動 状 況 を み る と 、75年 度 か ら79年 度 に か け て 台 数 で 年

率10%程 度 、 金 額 で は10数%程 度 の 伸 び を 示 して き て お り 、80年3月 末 現 在 、

72,108セ ッ ト、3兆6239億 円 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ が 実 動 し て い る
。
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(2)汎 用 コン ピュータの業種 別利用状況

サ ー ビス 業

77%

卸 ・小 売

政府機関

電気機械

金融 ・証 券

輸送用
機 械

化学 ・石 油

3ag

%

1980年3月 末 日現在36 ,239億 円(設 置金額ベース)

出所:通 産省 「電子計算機納入下取調査」

《 解 説》

コ ンピュータは 、今や経済社会 のあ らゆ る分野で使 われてお り、その中枢神

経 と な っ て い る 。
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③ 世界 各国の汎用 コン ピュータ設 置状況(金 額ベ ース)

西 ドイ ツ

(82%)

その他 西欧

(11.2%) そ の他

(τ4%)

(設 置 金 額98313百 万 ドル 、1978年12月 末 現 在)

InternationalDataCo.(IDC)調 査 等 に基 づ き試 算

《 解 説 》

コンピュータは、米国 、 日本 ,西 欧 の主要先進国 に集中 してい る。米国 は世

界 の コンピュータ設置 シェアの半分 を占め、わが国が1割 強 の シェアで これを

追 ってい る
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(4)中 小企業 による コンピュータの利 用状況

(4)一 ① 中 小 企 業 に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 状 況

(単位%)
利用している 利用していない

中規模企業

小規摸企業

し

た

い

ま
ず

効
果
を
検

討

利

用
し
た

い

条
件

が
そ
ろ
え

ぱ

,勾現
在

準
備
中

で
あ

し

て

い
る

ー

タ
の
み
を
利
用

外
部

の

コ
ン
ピ

ュ

利
用
し
て
い
る

社
内
に
導
入
し
て

筏
も
利
用
し
な

後か
に ら
つな
いい

て
は

資料:中 小企業庁 「事務機械の利用に関する実態調査」55牢12月

(注)中 規模企業とは,中 小企業の うち小規模企業を除いた企業をい う。

《 解 説》

実際 にコツ ピュ一夕を社 内に導入 して利用 して いる企業 は、中規模企業で は

18%、 小 規模企業 では2%弱 であ る。現在利用 して'いない企業で も今後 につい

ては利用 を前 向きに考えてい る企業 がか なりある。

(4)一② 中小企業 におけるコ ンピュータ利用 の効果
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資料 中小企業庁 「コン ピュータの利用に関す る実態調査」55年12月

(注)1.現 在 コンビa'一 タを利用 している企業 に対する調査結果 である。

2.複 数回答のため合計は100を 超える。

年計に
間画な
計のつ
両立た
書案
長が
期容
的易
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⑤ 最近の代表的なマイクロコンピュータ利用例

産業分野 利 用 例

農 業 ・野菜ハウス裁培の省エネルギー化のための複合環境調節

装置

第 ・ボタン操作で給餌を行 う自動給餌装置

1 ・果物の選別を行 う自動選果 システム

次 ・養鶏および鶏卵管理 システム

産 漁業、水産 ・魚の種類、大 きさの選別を行 う魚種魚体選別装置

業 撲 ・マ イ コ ン内蔵 に よ り多 目的 に使 用 で き る カ ラー魚 群 探 知 機

・ハ マ チ養 殖 責(い けす)の 中 の魚 数 を把 握 す るカ ウ ンタ ー

・マグロ専用高周波急速解凍装置

鉱 業 ・地下岩盤用金自動無人掘削システム

建 設 業 ・コ ン ク リー ト運 般車 の 自動 運 転 シス テ ム

・地下水位制御装置

・海上作業船の位置決めのための自動光波測量 システム

・測量から最終的な座標を作成する自動測量システム

・住宅用の集中式給湯 ・暖房設備の運転を自動調節する装置

第 ・省 電 力 制 御 シ ス テ ム

・高精度デジタル温度調節器

2 ・ ビル コ ン トロ ー ル シ ス テ ム

・入 室 管 理 シス テ ム

次 ・自動 倉 庫 シス テ ム

製 造 業 ・自動車の溶接工程、塗装工程への産業 ロボットの利用

産 〈自動車〉 ・エ ン ジ ン制御 、走 行 制 御(設 定 さ れ た 速度 で走 行)、計 器 表

示(燃 料が空になるまでの時間、距離の表示、使用燃料、

業 残 りの燃料の表示、油圧、水温等のグラフ表示、音声によ

る注 意 … 例 えば 「半 ドアで す 」な ど)

・自動車電話

・マ イ コ ンを利 用 した 盗 難 防止 自動 車 キ ー ・シス テ ム

〈電 気〉 ・家 庭 電 化 製 品(テ レビ
、 ステ吋 など音 響 機 器 、VTR、 電

子 レ ン ジ、 タ イ マ 、 エ ア コ ン、 冷 蔵 庫 、 洗 濯 機 、 ミ シ ン、

扇風機など)

・デ ジタ ル時 計

・電 卓
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・パ ー ソ ナ ル コ ンピュー タ、 オフ ィス コ ン ピュー タ

・電子楽器

・ビデオ 自動編 集 シス テ ム

〈機 械〉 ・数値制御(NC)工 作機械

・産 業 用 ロボ ッ ト(自 動 組 立 て
、溶 接 など)

・自動巻線機

・マ イ コ ン制 御 に よ る省 エ ネ ル ギ ー工 業 炉(製 鉄
、 ガ スなど)

・各種プロセス制御(原 子炉制御など)

・各 種 試 験 装 置(ガ ス 分 析 装 置 、 高 精 度 ペ ーハ ー(pH)

分析器など)

・製油所分散型計装 システム

・摘出しのできるくつ下編み機

・マ イ コ ン制 御 の フ ォ ー ク リ フ ト

・マ イコ ン内 蔵 の 製 茶 機 械

・マ イ コ ン内 蔵 の 大 気 測 定 装 置
、大 気 中 オ キ シ ダ ン ト測定

装置

・電波距離測定機

・マ イ コ ン制 御 の プ リン ト基板 ハ ンダ装 置

・無 人搬 送 シス テ ム

・マ イ コ ン 内 蔵 ド ラ イ ク リ ー ナ

・マ イ コ ン制 御 オ フ セ ッ ト加 刷 印 刷 機

・エ レ ベ ー タ 、 エ ス カ レ ー タ 用 自 動 ア ナ ウ ン ス 装 置

・マ イコ ン制 御 の 予備 デ ィ ー ゼル 発 電 装 置

・マ イ コ ン制 御 の電 光 掲 示 板

・マ イ コ ン内蔵 コー ヒー 自動 製造 機

〈その他〉 ・自動販売機の売 り上げデータ収集装置

・マ イ コ ン応 用 の 液 晶 表 示 安 全 確 認 シス テ ム付 オ ー トバ イ

・自転軍 用 デ ジタル メ ー タ

・美 容院 用 ヘ ア ・テ ク ニ ッ クコ ンピュータ、美 容 相談 機 器

・マ イコ ン内蔵 地震 モ ニ タ ー

・ タ ク シ ー デ ー タ収 集 シ ス テ ム

・マ イコ ン内蔵 で拡 大 ・縮 少 自動 製 版 カ メ ラ

・マ イコ ン制御 発酵 槽 シス テ ム(微 生 物 の 培 養 を マ イ コ ンで

制 御 す る)・
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第

3

次

産

業

卸売業 、 ・売 り場 案 内 シス テ ム

ノ1、売 業 ・POS端 末 に よ り売 れ 行 きを ダ イ ナ ミッ クに把 握 、ECR

・注 文 ・配 送 マ イ コ ンネ ッ トワー ク

・ テ レ ホ ン ス ー パ ー

・テ レ ホ ン ・デー タ エ ン トリー

・マ イ コ ン内蔵 店 舗 省 エ ネ ル ギ ー シス テ ム

・音 声 合 成 用 半 導 体 を利 用 した シ ョー ケ ー ス

・電 子 バ カ リ

= ・金融端末、窓口装置

運輸 ・ ・駅における自動発券機

通信業 ・駐車場料金計算機

・船 舶 自動 航 法 シス テ ム、 船 舶 用 デ ィ ゼル 機 関 リモ コ ン装 置

・省 エ ネ ル ギ ー帆 装 タ ンカ ー

・タ ン カ ー用 積 荷 計 算 機

・交通信号の制御'

・航 空 機 訓 練 用 シュ ミ レー タ
、 電 車 訓 練 用 シ ュ ミ レー タ等

・ワ ンマ ンバ スの 運 賃 、 行 き先 の 自動 表 示 、 乗 降 客 の 自動

計装

・留 守 番 電 話 、 ボ タ ン電 話 など

電 気・ガス・水 ・水 道 メ ー タなどの 自動検針 システム

道熱供給業
など

サ ー ビス業 ・学 習塾 のCAI化(個 人 の能 力 、 ペ ース に合 わ せ て マ イ コ

〈教 育〉 ンの画面により学習する)

・マイコン内蔵の視聴覚教育機器

・電子英単語学習機

・学習塾向け成績管理システム

・個 人 用CAIシ ス テ ム

'マ イ コ ン学 習机

〈医 療〉 ・マ イ コ ン内蔵 脳 波 計

・心電図解析装置

・バ リを 打 つ つ ぼ 探 しシ ス テ ム

・マ イ コ ン制 御 の カル テ などの文音 抽 出 システム

・医用自動滅菌装置

〈 レジャー〉 〔音 楽 〕・電子 楽 器 とマ イ コ ンで作 曲 ・演 奏
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〔写 真 〕・自動 焦 点 カ メラ、 高 精度 露 出 計(画 面 の あ ち こ ち

の露出を計 り加重平均する)

〔釣 り〕・マ イ コ ン釣 り具(針 の 深 さや 浮 き沈 み の制 御 と 自

動まき上げ)

〔テニ ス 〕・テ ニ ス練 習場(球 に順 回転 や 逆 回 転 を か け、1球

ご とに変 化 す る)ラ ケ ッ ト選 定 シ ス テ ム

〔囲 碁〕・囲碁練習機(名 局の手順、定石を表示)

〔ス キ ー〕・ス キ ー場 の リフ ト券 自動 改 札

〔映 画〕・映 画 の修 正 ・編集

〔旅 行 〕・予 算 ・目的 地 に よ る最 適 コ ース プ ラ ンの策 定

〔ホ テ ル 〕・客 室 の冷 暖 房 ・照 明 の 管理 シ ス テ ム

・カ ギ の代 りに カ ー ドとマ イ コ ンで 情 報 管 理

〔そ の他 〕・ス ポ ー ツ作 戦 シ ス テム(相 手 チ ー ムの 弱 点 などの分

析)

〈その他〉 ・マ イ コ ン内蔵 の点 訳 システ ム

公 務 ・消火 シ ュ ミ レー シ ョ ンシ ステ ム(走 行 地 図 、 現 場 地 図 の 出

〈消 防〉 力、延焼面積、消火時間の割出し、必要な消防力を車中で

計算する)

〈警 察〉 ・事件発生現場の検査 ・投影、パ トカーへ容疑者の写真を転

送(計 画中)

〈交 通〉 ・行 き先別にバスの到着を予告
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3.コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の 効 果(事 例)

(1)鉄 鋼業 における コンピュータ導入の効果

(1)一① 鉄鋼 業 におけ るコンピュータ利用 の費用対効 果
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197172737475 76 77 7879 年度

(出典)鉄 鋼会社S社 資料

性)①S社 にお け るコンピュー タ利用の費用対 効果 の推 移 を示 した もの。

1971年 の コ ンピュー タ費用 を1.0と した。

② 効果 は開発 プ ロジェク トの全体効果 の うち、 コ ンピュータ システムに

よ る効果のみ を算 出 した。

③ 費用 は、 レンタル料 、人件費 な ど コン ピュータ関連全費用で ある 。
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(1)一② 鉄鋼業 におけ るコ ンピュー タ効果 の内訳

増産効果

28.5%

歩留 向上効果

11.9%

要員省力化

46.3%

原単位向上

5,5%

在庫圧縮

3.3%

作業費削減

4.5%

咄 典)鉄 鋼会社S社 資料

(注)S社 にお ける1971年 度 か ら79年 度 まで の累積効果 を項 目別 に示 した もの。

コ ンピュータの効果は、省力化 と生産性 向上(増 産効果、歩 留 向上効果 、

原単位向上)に 現 われてい る 。
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(2)銀 行 にお け る 「オ ン ライ ン効 果 」

(個 人 口座数 対 従 業 員 数 推 移 に みる オ ン ライ ン化 の効 果)

(%)

2,000

1,000

400

200

150

100

都市銀行
地方銀行

1972;100(た だしキ ャッシ ュカー ドは 都銀73年 を100,地 銀74年 を

100と した)
ド

ユ

}

シ

カ
杓ヰ

/

'

1972

年

73

年

74

年

75

年

76

年

77

年

79

年

都銀数字は全国銀行協会連合会資料,

地銀数字は全国地方銀行協会資料による。

一_一 ノ ン協 巣

ンライン効果

80

年
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銀行 にお けるオ ンライ ン効果

年

区分
1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 ]980

都

市

銀

行

従 業 員 数(人)A

伸 び率(%)

162,488 169,829

4,5i8

174,540

2,774

180,220

3,254

183,069

1,581

183,219

0,082

180,190
-1 ,653

170,309
-0 ,489

175,645
-2 ,043

個人 口座数(千 口)B

伸び率(%)

60,591 66,137

9」53

72,784

10,050

82,665

13,576

90,016

8,893

95,044

5,586

100,529

5,771

105,806

5,249

109,452

3,446

弓鞘 値A伸 び率 0,475 0,276 0,240 0,178 0,015
B伸 び率

CD台 数(台) 400 1,902 3,259 3,920 4,442 4,858 5,251 5,350

キ ャッシュカー ド発 行 枚 数

(千枚)
1,500 7,000 13,000 15,000 18,000 21,000 23,000 26,000

オ ンライ ン効果(人) 7,569 20,725 41,607 58,518 77,263 89,658 104,725 118,190

地

方

銀

行

従 業 員 数(人)A

伸 び率(%)

119,023 127,205

6,874

133,446

4,906

141,236

5,838

147,025

4,099

151,738

3,206

155,750

2,644

158,575

1,814

158,963

0,245

個人 口座数(千 口)B

伸 び率(%)

54⑧91 60β95

10,938

65,634

7,782

73,356

11,765

80,319

9,942

88β62

10,636

95,885
7,903

104,752

9,248

111,117

6,076

弾性値 霊 鐸 0,628 0,630 0,496 0,432 0301 0,335 0,196 0,040

CD台 数(台) 21 443 1,346 2,035 2,941 3,500 4,149 4,980

キャッシュカー ド発 行 枚 数

(千枚)
・

60 1,000 4,000 6つ00 8,000 11,000 14000 18,000

オ ンライ ン効果(人) 4,841 8,880 17,841 27,158 40,976 52,201 68,607 82,026

(注1) オ ン ラ イ ン効 果(人)・(当 該年1麟72`⌒ 号2(‖≧竿:誓;;
1従謬x72駆 当り11座数

(注2)キ ャッシュカー ド発行枚数:推 定

鮭3) 従業鱗 臥 ・座数・CD台数・魏魏ll㌶ 艦 ㌶ §料

《 解 説 》

わ が国 の銀行業 は、世 界中で最 もオンライン化 の進んで い る業種 の1つ であ る。

その中で もキ.ヤッシュカー ドの普及 は、銀行 には業務処理 の生産性 向上 を もた

ら し、顧客 には利便 を もた,らす。

オ ンライ ン効果 は従業員数 と個人 口座数 の推移か ら算 出 した もので あ るか 、

個人 口座数 の伸 び率 が著 しいのに対 して、従業員数 の伸 び率 は小 さ く、 その差

はキ ャッシュカー ドで処理 していることを物語 って いる。
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4.80年 代 情 報 化 社 会 の イ メ ー ジ

川 産 業 分 野

(CAD/CAMシ ステム)

(

li
l,x .1

・の

tH

!3
{
|
19

11ト

lt〈

1.N.

|o

l<

|
1/O

トー

l

l

|

i

l

i)材
1料

1

;

{

計設

一一ー一

荷技産生

製 造

)
素
形
材
加

工

)
械

加

工

組

立

=〉

試

験

N/C

＼

一 ・・ 一 一 「～

材 料

OAMシ ステ ム

製造 工 業 情 報 化 の パ タ ー ン

《 解 説 》

設計作業 の効率化 を計 るCADシ ス テムと、生産 工程 の制御 を行 うCAMシ ス

テムが、 データベースを介 して有機 的に結合 す る。
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〈造船設計 におけ る作業分析 〉

(10万 トンタ ンカーの例)

5。拙

40,0σO

30,000

20,COO

10,000

レご醜)5・,…M・
12%打 ち

,計 算

MH およ
一

37,500 注文

25%
一

7
76製 図

./
MH

157"

12,500

"

40%

0

1川1川1

37%

ン23%一 ～

18%12%設 計

計算仕様書

注文書作成

基 詳 現
本 細工

設 設作
詩 計図 図

(出典)(社)日 本造船研究協会調査結果 による

造船業の設計部門では製図(作 図)作 業の効率化が最大の課題であり、CAD
CAMシ ステムへ の期待 は大きい。

<3次 元作図をもとにした

デザイン検証図の例 〉

デ ィスプ レー上で3次 元作図を行 い、十分 なシ ミュレーシ ョンを行 うこ とがで

きる。
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② 事務管理 分野

(オ フ ィス オー トメ ーションシステ ム)

評
/①

/㌘
⑨
甥

〃

蒔

ノ

① セ ン ター コ ン ピュ ー タ/

② フ ァク シ ミリ

G)イ ンテ リジェ ン ト・コ ピア

④ 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ

⑤ 端 末 装 置

⑥OCR

⑦ マイク ロフィルム リーダ装 置

⑧TVカ メ ラ

⑨ タ ブ レ ッ ト

⑪ 大 型 ス ク リー ン

⑪ 電 子 黒 板

⑫ スケ ジュール管 理 システム

ノ/ 骸
/

S
④

＼＼
＼

"、

ミ

◎
⑤

④

⑧

都⑫

※＼
◎

擦

合

④

餐rs⑥

、

、

《 解 説》

オ フィスオートメーシ ョンは 、事務機、通信 システム、 データ処理および情報

を効率 的に結合す ることによ って、オ フ ィスの生産性の向上 をはか るシス テム

であ る。
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(3)社 会分野一各種社会 システム

① 生活映像情報 システム

ご

/。・・難
ごへ 、

N

ス タ ジオ

町内の祭 りの

実況 中継

お買物情報の

放送 によ り、

テレショッピング

《 解 説》

生活映像情報 システムは、個人あるいは家庭からの要求にこたえて、情報を「映

像」の形で提供する生活全般に係る情報処理 システムであり、

①

②

③

④

自主放送 サー ビス

リクエス ト動画 サー ビス

リクエス ト文字画 ・静止 画サー ビス

テ レビ再送信 サー ビス

などにより、教育、教 養 、趣味、娯楽 、福祉、 シ ョッ ピング、交通 、公共機関の

告知 な ど地域 社会生 活に密着 した広範 な情報を提供 す るものであ る。

また、ハ ー ド的 には、 コンピュータ及び映像機器 と家庭映像端末装置 とを双

方 向の広帯域 光伝送路網で有機 的に結合す る対話型 システムで、画期的 なもの

であ る。
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② 医 療 情 報 シ ス テ ム:ヘ ル ス ケ ア ・ネ ッ トワー ク シ ス テ ム

① 総合病院

② 病 院

③ 診 療 所

④ 病歴管理 セ ンター

⑤ 健診 ・検 査セ ンタ ー

⑥ 医学文献情報 サービスセンター

⑦ システム ・モニタ ・セ ンター

④

《 解 説 》

ヘルスケア ・ネ ッ トワー クシステムは、情 報の伝送 路で ある基本 ネ ッ トワー

ク システムと、各 種のサ ー ビスを行 うアプ リケ ーシ ョン'シ ステムとか ら構成

され る。病院、健 診 セ ンター、検査セ ンター等 の各種 の医療機関を結合 し高度

医療情報の共同利用、健康管理 データーの一元 的利 用、高度医療 資源の共同利

用 などを図 り、地域全体 と しての医療の高度化 、合 理化 に寄与す る。
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③ 新 交 通 シ ス テ ム:CVS(ComputerControlledVehicleSystem)

/

影

¢

ヨ

》

〔コ

幽 吻殴 ⑳ 函ヨ

9

轟
圃

・

吻
≡

コ ン トロ ー ル

セ ン タ ー

《 解 説ジ

CVSは 、 自動 車 の長所を と り入れた新 しい都市 内交通 システムであ る。都

市 内に張 りめ ぐらされた専 用 ガイ ドウェイには、多 くの駅が設 け られ、 コンピ

ュータで制御 され た車両が 目的地 まで直行す る。 このほか、電力管理 、駅 務管

理 、保守管理 なども自動化 され、中央指令所 に情報 を集 中 して、 円滑で安全 な

運行 が行 われ る。 しか も無人 運転の ため、24時 間運行 され 、これ によ り都市 内

の機能 は効率的 に結合 され、都市生活 は非常 に便利 にな る。
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④ 代替 エネルギー利用型 コミュニティエネルギーシステム

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

懸 甑

∫.ピ'人工 イ ル エ ー ヒ ン タ ー一

石 炭

石炭貯留ピット

ボイラ

破砕機

加熱機

タービン

熱交換機

呼吸冷凍機

、⑭ 、

熱

電
電
御

水
水

気

蓄

発
蓄
制

温
冷

電

⑨
⑩
⑪

②
⑬

⑭
⑮

家 庭端末㍉
噺.

都 市 システ ム集積回路(IUC)

《 解 説 》

代替 エネル ギー利 用型 コ ミュニテ ィエネルギ ーシス テムは、家庭で必要な電

力 、温水、暖房、冷房 などの各種 エネルギーを供給 す るため、エネルギーセ ンタ

ーか ら、石炭 によ る電力 および熱 の供給 を行 うこ と と も に コ ミュニテ ィ内で

で必要 とされ る各種 の情報 な ども総合的 に供給 す ることか可能 な新 しいコ ミュ

ニテ ィエネル ギーシステムで ある。
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⑤ 地震警報 システム

・ンピユー・で判定 レ

《 解 説》

現実に起 った地震情報を地震波伝播 と電気による通信 との時間差を利用 して

一瞬早 く遠隔地に伝え、地震の襲来の直前に警戒体制をとることにより、新幹線

などの交通機関においては速度の減速化がはか られ、無警告で突然の大地震が

襲来 して来る事態に比べ、災害を最小限にとどめることを可能とするシステム

である。
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'(
4)生 活 分 野

① ホ ー ム オ ー トメ ー シ ョ ン シ ス テ ム

z

⑤:＼ 、

<ミ
、

◎

＼

＼

⑥

.,書

唾

コ難ゾvイエ
⑧。

"iノ.

./
,

.

、

⑨

＼

φ

ノ
,rζ 二"

讐

②

オ

0

を＼
＼へ＼〉ジジ

/

i多ク

⑦

口

0
0

9

乏

④

・欝欝
嚥

① ホームコンピュータ

② 入 力装置

③ 端末装 置

④TVカ メ ラ入力

⑤ メイ ンコントローラ

⑥ サ ブコ ン トロー ラ

⑦ インターホ ン

⑧ 磁 気 カー ドリーダー装置

⑨ 水位・温度検査装置

⑩ ガスコントロール装置

⑪ インテリジェントセンサ

《 解 説 》

ホーム コンピュータによ り各種電気製品、住 宅機器な どを集 中制御 し、室温、

照 明制御 を主体 と した省 エネルギ ー化 および防犯装置、家計簿管理 な どの"生

活合理化"を 行 う。 またHi-OVISな どの映像情報 システムの多様 なサー ビス

の提供 を受け、CAIに よ り家庭 内で教 育機会 の活用が生 じ"生 活 の充実"を

もた らす。

一24一



② 教 育 情 報 シ ス テ ム:CAI(ComputerAidedInstruction)

①

耳

学 習者

① 端 末装置

② スライド映像装 置

③ キャラクタディスプレイ装置

④ キ ーボー ド

⑤ オーデ ィオ装置

《 解 説 》

CAIシ ステムは、コンピゴ タシステムと学習端末装 置か ら構成 され る個人別教育

システムで あ る。学 習者 はその能力 に応 じた個人学 習をす すめ ることができる。

コ ンピュータは、学 習者 と対話 を行 い、学 習者 の反応 を受 けて採点 した り、学

習者の ヒン ト要求や正解要 求 に応 じた り、 っぎのステ ップへ とすす む決定 を行

う。
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情報 産業 の現状

 

皿



1.コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 現 状

(1)コ ンピュータの生産 、輸 出、輸 入

① コ ンピュー タ産業 の生産 高'

ユ0,000億 円

45β2154之H

一

2109

39」798コ612メ509β5

1974197519761977197819791980

(出 所)通 産 省 「生 産 動 態 統 計 」

《 解 説 》

わ が 国 の コ ン ピ ュ ー タ お よ び 関 連 装 置 の 生 産 は 、15～20%程 度 の 高 い 成 長 を 示

し て お り 、1980年 に お い て1兆2954億 円 の 規 模 に 達 して い る 。
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② コ ンピュータ輸出入 動向

2,144

,
1
'

2POO億 円

1,500億 円

1,000億 円

550億 円

934

一 ●一一 ～

1971

ノ

1,075

1,448

人

/

一一ノ

1,326

1,465

1'へ

v
1,110

1972197319741975

/

L543〆

1,217

/

197619771978 19791980

('出所)大 蔵省通 関統 計

《解説》

わ が国の コ ンピュータ輸出 ・輸入は ともにか なり伸びを見せ てい るが、依 然 と

して大幅な入超で ある。
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② 汎 用 コンピュータ納入状況

納 入 台数

(千 合)
14

12

10

4

2

15.39

ノ
'

'

!
1aoP

/

1

!納 入 金額

1(千 億 円)

一 ＼

33(35)

80

9

(5.3)(金額)

10

8

6

4

2

196566[67686970717273747576777879年 度

(出 所)通 商産業省 「納入下取調査 」 1979年 度納 入 金額834,346百 万 円
〃 納 入 台数15,294台
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(3}日 米企業力比較

〔単 位:億 円 〕

A社(外 国 メ ー カ) B社(日 本 メ ー カ)

(1979年)囚 (ユ979年 度){B}

(B}/囚

資 本 金 8,722 370 4.2%

売 上 高 50,177 5,010 10.0%

税 引 前 利 益 12,187 334 2.7%

売上 高 利 益 率 243% 6.7% 一

自 己資 本 比 率 61.0% 25.6% 一

研 究 開 発 費 2,985 475 15.9%

以上の数値は全社ベースであるが、電算機部門に限ればさらに差が拡大する。

(注1)自 己資本比率一幕 ・1・・

(注2)対 ドル レー トは54年暦年の中心 レー トの平均値である]ド ル=219円

を採用 した。

《解説》

外 国メ ーカ とわが国メーカ との間には大 きな資金力 ・販 売力の差 がある。
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2.情 報 処 理 産 業 の現 状

川 企業数、従業者および年間売上高

1企 業 当 り
1人 当 り

企業数 従業者数 年間売上高

従業者数 年間売上高
年間売上高

1974年 1,055 59千 人 2,453億 円 56人 233百 万 円 4.2百 万 円

1975年 1;0]0 57 2,751 56 272 4.8

1976年 1,009 59 3,070 58 304 5.2

ユ977年 1,309 72 4,126 55 315 5.8

1978年 1,336 77 4,602 58 344 5.0

1979年 1,390 91 5,966 65 429 6.6

1979/1974

の平均伸び率
5.7% 9.]% 19.5% 『 『

(出所)通 産省 「特定サービス業実態統計調査報告書」

《解説》

情 報処理産業売上 高は ここ5年 の平均伸 び率20%弱 と、著 しい勢 いで成長 して

お り1979年 で5,966億 円に達 してい る。
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(2)情 報処理産業売上高の業務の種類別割合
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《解説》

(出 所)通 産省「特定サービス業実態調査報告書 」

情報処理産業の売上高のなかでは ソフ トウェア開発 ・プ ログラム作成'

などの割合 が増加 して きている。
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③ 日米の情報処理産業の比較

米 国 日 本

売 上 高

従 業 員

5,216億 円

64.2千 人

859億 円

8.8千 人

(注1)米 国企業売上高上位10社 の合計(円 レー ト200円 として)

(IDC調 べより)

(注2)日 本企業売上高上位10社 の合計(1980年8月 通産省情報処理サービス

企業等台帳より)

《解説》

主要情報処理企業の規模 は、 日米 間で大 きな格差が あ る。

躰 の主要繍 処酸 葉の規模は、綱 の壊 鱗 の約tで ある.
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(4)日 ・米 ・欧 の デ ー タ ベ ー ス

分 野

ア メ リ カ 西 欧 日 本

デ ータベ

ース数

プ ロデ ュ

ーサ数

デ ィス ト

リビュー

タ数

デ一夕ベ

「ス数

プ ロデュ

ーサ数

デ ィス ト

リビュー

タ数

デ ータベ

ース数

プ ロデュ

ーサ数

デ ィス ト

リビュー

タ数

総 記 40 22 8 31 28 30 1 1(6) (3)

自 然 科 学 236 138 16 315 214 202 3 3(12) (7)

人 文 科 学 37 33 10 37 24 13

社会

科学

法・行政 69 37 2 52 27 19 (2)

経 済 214 107 30 75 37 29 7 4(14) (10)

合 計 596 337 66 510 330 293 11 8(34) (20)

(出 典)

注1)

2)

EUSIDIC(ヨ ー ロ ッパ 科 学 技 術 情 報 セ ンタ ー連 合)1978

()内 は(肋日本 情 報 処 理 開発 協 会(1978)調 べ 、た だ し、 フ ァイル の 数 に っ い

て は 未 調 査 で 、 ま た大 学 に つ い て は除 い て あ る。

ア メ リカ には カナ ダ、 メ キ シコを 含 む

プ ロ デ ュ ーサ=デ ー タベ ース構 築 者

デ ィス トリ ビュ ー タ=デ ー タベ ー ス流 通 者

《解 説》

わが国において は・欧米 に比べ データベースの構築 ・流 通の歴 史が浅 く、質 、量

ともにか な りの遅れが ある。
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皿 情報 関連技術開発課題
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1.情 報 関 連 技 術 体 系 図
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2.当 面 の主 要 情 報 関 連 技 術 開 発 プ ロ グ ラム

80年i8」 年 82年 83年 84年 85年 86年 87年 88年 89年 90年

基本ソフトウェア技術

ソフ トウェアの

保守技術

先進的情報処理技術

大規模
ソフ トウェア技術

科学技 術用高速

計算 システ ム

第5世 代コンピュータ

次世代産業基盤技術

光情報技術

セ ンサー技術

知能 ロボット

自動翻訳 システム

メデ ィカル
エ レク トロニクス
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《 解説》

本図は、現 段 階で考え られ る主要技術開発テ ーマを もとに開発 スケ ジュールの

概略を示 した ものであ る。テーマによ っては、開発 スケ ジュールの確定 していな

い もの もある。
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3.主 要 情 報 関 連 技 術 開 発 テ ー マ の 具 体 的 イ メ ー ジ

(1)基 本 ソフ トウェア技術

開 発 項 目 研 究 開 発 の 内 容

① 基本技術 次期システム用OSの 基幹的技術であるワン

レベ ル ス トア管 理 プ ロ グ ラム 、RASIS機 能

プコグラムおよび リソ ー ス シ エア リ ング システ

ム制御技術の開発を行 う。

② ネ ッ トワ ー ク 同一 機 種 に よ るマ ル チ コ ン ピュ 一 夕 ネ ッ トワ

管理技術 一 ク
、 異 機 種 シス テ ム との マル チ シス テ ムネ

ッ トワ ー クを 可 能 とす るた め 、 この 中 核 とな

る機 能 分 散 ネ ッ トワ ー ク技 術 、負 荷 分 散 ネ ッ

トワ ー ク技 術および複数 ネ ッ トワ ー ク技 術 の 開
(1)制 御

発 を 行 う。

プ ロ グ ラ ム
③ デ ー タ ベ ー ス デ ー タ ベ ー ス マ シ ン(デ ー タ ベ ー ス 処 理 専 用

管理技術 プ ロセ ッサ)、複数 の 同 時 処 理 の 行 え る超 高 性

能 オ ン ラ イ ンデ ー タベ ース 技 術 および分散デー

タベ ース シス テ ム技 術 の 開 発 を 行 う。

④ バ ー チ ャル マ シス テ ム の レベ ル ア ッ プ や移 行 を 容 易 に す る

シン技術 超 高 性 能 バ ーチ ャル マ シ ン、分 散 処 理 ネ ッ ト

ワ ー クに お け る ユ ー ザ の ア プ リケ ー シ ョン開

発 を 容 易 に す る統 合 バ ーチ ャル マ シ ン などを

開発 する。

① 超高級言語プ 汎 用 高 級言 語向 きの 専 用 プ ロ セ ッサ 、 ア レイ

ロ セ ッ サ 処 理 な どの 問 題 向 き専 用 プロセ ッサーおよび日本

語 や ガ イ ダ ンス機 能 を 導 入 した エ ン ドユ ー ザ
② 超高級言語

向け言語を開発する。
処理技術

② 日本語情報処 日本文入出力機能をOSの 標準機能 とするた

理技術 め、日本文処理技術ナ詑を開発 し、日本語情報
'

処理の普及に必要な技術を確立する。
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② ソフ トウェア保守技術

(ノ濤
)

(タ ー ゲ ッ ト
コ ン ピ ュ ー タ)

保
守
情
報

デ
ー

例えば 、対象 ソフ トウエ アを[=コ → △ となるよ うに保守を行 お うとすれば、

ワ ークステーションに 内在 されてい る各種 ツール群を用 いて 自動 的に保守を行 い、

保守 したことに伴 う各種 情報をデータベ ースに納める ことによ り管 理 する 。

1保 守 対 象 ソ フ トウ エア1

↓

保

守
用

ワ

ー

ク
ス

テ

ー
シ

ョ

ン

1性能評価支援系1

巳 析 支 援 系1

○
像
守情

報

丁

《

』

)

各
種

》1変 更支翻

竺1テ ・ ・支援系1

講 時 化支縣1

㌶ 陵 換 支 援 系1

,竪 情 理 支 援 剰

↓

保 、

ミ了 ソ フ トウ エ ア
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③ 先進的情報処理技術

ト⇒ジカ

ク
ツバト

団

ア別

集

ト

究

クエ

研

ジ

ズ㌫⑭ザエ

⑨
e－ 週

過 ン ピュー タ

メー カー

騰 馴 輸

㊥瓢
(え㌶ ㌃ ＼

公 的 機 関 に よ る

場 の 提 供 と プ ロ

ク ト管 理

膠
協 会 プロジェク トマネー ジャー

(フ ㌔ ジェク ト管 理 調 整)

∠コ 〃 吻 ○ 。.ビ_タ

⑭ 酬
情報処理振興事業協会に 「ソフ トウエア技術セ ンター」を設置 し、同 セ ンタ ー

において情報処理企業、 コンピュータメ ーカ 、ユ ーザ、研 究機 関、大学など様々な

組織 の技術者か らな るア ドホ ックなプ ロジェク トチ ームを作 ることによ って 、先

進的情報処理技術 を具 体的分野に応 用す るための研究開発を推進す る。

一44一



(4)大 規模 ソフ トウ ェア技術

新 エ ネ ル ギ ー開 発 、 宇 宙 開 発 、海 洋 開 発 な どの 巨大 プ ロ ジ ェ ク ト

↓

運

用

・
管

理

技

術

↓

1大 規 模 ソ フ トウ エア の 完 成1

大 規 模 ソ フ ト ウ エ ア

基 本 ソ フ ト 支 援 系 ア プ リケ ー シ ョ ン

ウ エ ア ソ フ トウ エア ソ フ トウ エ ア

一－T-

(主 な開 発 主 体)コ ン ピュ ー タ 情 報処 理 企 業

メ ーカ

ユ ー ザ

新 エ ネルギ ー開発 、宇宙 開発、海洋 開発な どの 巨大プ ロジェク トにおい て、大

規模 なシステ ムを構築す る際には、当該分野の アプ リケ ーシ ョンソフ トウェアの

技術のみな らず 、新 しい言 語や新 しいア ーキ テクチ ャも含ん だ システム系 ソフ ト

ウェアの技術 開発が必要で あ る。 そこで コンピュータメ ーカ 、情報処理企業、ユ

ーザな どが一体 とな って、それぞれ得意 な分野の技術を持ち寄 ることによ り、こ

のよ うな大規模 な ソフ トウェアを開発す る必要が ある。
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(5)科 学技術用高速計算 システ ム

科学技術用高速計算 システ ムは、科学技術分野 で必要 とされ る膨大な計算 を、

現実的に意味の ある時 間で処理す る超 高速 コン ピュー タで ある。 これを実現す る

には、新 しい素子 と、新 しいアーキ テクチュアの開発を行 う必要が ある。

① 新 しい素子の 目標

ジ ョセ ブ ソ ン素 子

(JJ素 子)

高 電 子 移 動

ト ラ ン ジ ス タ

(HEMT)

ガ リウム砒 素

電 界 トラ ン ジス タ

(GaAsFET)

動 作 温 度
液 体 ヘ リウム 温度

一269℃
液体窒素温度

一196℃ 常 温

論

理

素

子

集 積 度

(1チ ップ 当 り)
10Kゲ ー ト 3～iOKゲ ー ト 3～10Kゲ ー ト

速 度

(1ゲ ー ト当 り)
]0ピ コ セ コ ン ド 10～20ピ コ セ コ ン ド 20～50ピ コ セ コ ン ド

記
憶
素
子

集 積 度

(]チ ップ 当 り)

16～64Kビ ッ ト 16～64Kビ ッ ト i6～64Kビ ッ ト

② 科学 技術用 高速計算 システムの概要
極低温 ジョセブソン接合素子を用いた計算機本体
温度制御系

「
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畷
JX

-01

一「

1。。。m⊥

冷凍機系



⑥ 第5世 代 コン ピュータ

第5世 代 コンピュー タは、人間の もつ高度 な能力 と、 ゴン ピュ一 夕の もっ優れ

た機能(確 実 な記憶 と、高速な演算)の 融合 化を実現す る知識 情報処理型 コ ンピ

ュー タで ある。`

機 能 第5世 代 コ ン ピ ュ ータ 従 来 の コ ン ピュ ー タ 人 間

・情 報を他 の情報 と関連を ・単な る個 別の情 報 と して ・周囲の情 況や前後 の事 象
●

もたせなが ら記憶 する。 記憶す る。 と関連 して記憶され るこ
・消去 命令 のない限 り情 報 ・消去命令のない限 り情報 とが 多 い 。

記 憶 は 消 え な い 。 は 消 え な い 。 ・いったん記憶 して も忘 れ

・多様 な メディアに対応 し

た記憶方 式 。

・数値情報中心の記憶方式
o

ることがあ る。

・情景 、動 作こ音 など多様

な記憶 。

・優 れた演 算能力を持 つ. ・優 れた演算能力を持つ。 ・計 算 能 力 は低 い 。

・並 列処理 が可能 。 ・逐 次 に処 理 す る。

計 算
`

(処 理)

毒 ㌶麟 蔑
の処理㎏

警袈 警
・推 論機 構によ り、最低必 ・創 造 力 な し。 ・豊富な創 造力があ る。

要な常識程度は持ちあわ (指示された とお り一 例 (1を 聞 い て 、10を 知 る)

創 造 力 せ て い る 。 え間違 っていて も一 に ・適応能力 に富む 。
・指示 された内容 を理解 し しか動 作 しな い 。)

適応能力
て動作 す る。(間 違 った ・適応 能力 はほとんどない。

指 示のときは問 い直す)
・適 応 能 力 あ り。

・パ タ ー ン情 報の 活 用 によ ・部分的か つ低 レベルな認 ・視 覚 、聴 覚 、嗅 覚 、味 覚 、

判断能力 り、音声 、文章 、図形 ・

画像の 認識技術が進む。

識 は可能 。第六 感はない。 触 覚の 五 感 と、第 六 感

(直感)を 持 つ。
・推論が可 能

。

癬蝸
日常語

三 ≡ 文章

⑮
恒]・ ・

團 ・・

脅働 画像

。.＼ 、
＼ →対』_(設 計 図等)

プシ

ニも
が。頂 。,従 来 の
ぴぐり ゆ
。ゆse数 値 デー タ

'

第5世 代のコンピュータ

⇔ ⑤

　＼
惣繊
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(用 語解説)

① 知識情報処理 システム

問題の 対象領域 につ いての情報、お よび法則性 ・意味の情報 を組み込んで 、

コン ピュータの 問題解決能力を一段 と高 めるとともに、使 いやす さの点 か ら柔

軟でかっ 自然な会話能力(自 然言語 、音声入 出力、図形 ・画像の利用)の あ る

高機能 ・多機能 ・高性能 な システムで、第5世 代 の目標 システムで ある。

② 推 論

与 え られた情報に対 し、す でに記 憶 してい る情 報か ら未知の 問題 を推理 して

結論 を得 る機能。

③ 学 習

新 しい問題への対応内容を高度 に活用で きる形に して記 憶す る機能。 知識獲

得 と もい う。

④ 知 識

情報(デ ータ)の 意味 を理解 し、高度 に活用で きる形 に組織化 して記憶す る

こと、ま たは記憶その ものをい う。

⑤ 矢[職データベース(知 識 ベース)

人間の有す る知識に相 当す る情報の組織 化 された集 ま りをい う。 データベー

スと異な りその情報は単 なる個別的事実の集 合に とどま らない。

⑥ 知 的プログ ラミング ・システ ム

ユーザの要求に したが ってアル ゴ リズ ム ・バ ンク(知 識 ベ ース)か ら必要な

機能 を持つ プログラムを取 り出 し、推論を しなが ら要求 に合 うよ うに合 成す る

とと もに、作 られたプ ログラムが要求を最適 に満足 してい ることを容易に検証

す る システムの ことであ る。
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●

,

(7)次 世代産業基盤技術(新 機能素子)

新機能素子は、従来の半導体素子の機能を飛躍的に向上させた素子、これまで

にない新 しい機能を有する素子である。

対 象 テ ー マ 研究開発 内容 研究開発目標 主 な 用 途 研究開
発期間

① 超格子 ① 超格子用材料の探索 。原 子 レベルの結晶 ① 超高速 ・低 消費電 10年

素子 ② 極薄膜成長制御技術の開発 構 造制御 による超 力型電算機

③ 極薄層界面物性制御評価技 高速性素子の実現 ② 光電算機

術の開発 ③ 超小型通信機器

④ 特性評価

② 三次元 ① 結晶形成技術の開発 。素子の立体化 によ ① 超大容量記憶装置 10年

回路素子 ② 三次元回路の設計 る高集積度素子の ② 人工頭脳級超小型

③ 多層 レベル信号 結合技術の 実 現. 電算機

開発 ③ 超小型 セ ンサ ー

④ 機能複合化の確立

⑤ 特性評価

③ 耐環境 ① 特殊環境適応性の検討 。放 射 線 被 爆 、高 温 、 ① 航空機 、衛 星搭載 8年

強化素子 ② 実装技術の確立 振動 、衝 撃など特 機器

③ 高耐環境性設計 、評価 法の 殊環境で安定作動 ② 輸送機器制御装置

確立 す る素子の実現 ③ 原子炉制御機器

④ 高信頼性技術の確立
'

① 超格子素 子

く既存の半導体〉

ゴ

〈超格子素子〉

O結 晶成 長 を ゴン トロールす

る技 術

o超 格 子材料 開 発

1000万 分

の数 ㎜
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② 三次元回路素子

〈現 状〉

[⇒

〈三次元回路素子〉

塾惑遅欝.
凹

r

!
巨
㍍

.り

い

-

∬

じ

ー

/
名

㌦
川

。 結 晶 成 長 を コ ン トロ ー ルす る技 術

。 発 生 す る熱 量 を減 らす技 術

③ 耐環境強化素子(耐 放射線の例)

一一一 誤 電 流

一 ⇒ 正常 電流

懸ご

放射線 放射 線に よ りひずみの
・ 上 に電気が た まる

誤動作 の もと

ひずみ

εθe呈 ㊤

ぼ∂ 一θ §O

AeSiOの 層"ソ癬 彪i嚇

放射線

放 射 線 に よ りひ ず み に電 気 が

た ま りや す く,誤 動 作 の 要因 と

な る 。

O結 晶成 長 を コン ト

ロー ルす る技術

。振動,衝 撃 を緩和

す るための技 術

O異 常 を検 出す る技

術

＼!
!・

、

1.1

ll

い ＼
:≒ 〉
.、

フ 、、

////////
サ フ ァイ ヤ基盤

ひ ず み.AeSiOの 層 が な く

る

な り,電 気 が た ま らな い た め,

誤 動 作 しな い 。
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㈲ 光応用計測制御システム

多'五七ンリ ア〃 ‥一工一/θ

圏翻

森

廊 蕊 言

凡・・ジ;＼
、

・・エ じ

くm)r

光応用計 測制 御 システ ムの開発 は レーザ 、フ ァイバな どの光技術を用 い、大規

模プ ラン ト、事業所など一定区域内で発生す る画像情報を含 む大量情報 を、電磁誘

導、可燃性ガ スの存在そ の他悪環境下 で も安全かつ 、安定 して計測 、伝送 し、制

御す ることを可能 とするシステムの開発を 目的と してい る。
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